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だ
か
ま
え

ま
ん
な

　
茂
原
市
の
西
側
を
ほ
ぼ
南
北
方

向
に
貫
く
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道（
以
下
、
圏
央
道
と
略
）

は
、
二
〇
一
三
年
の
開
通
以
来
、

高
速
道
路
網
の
一
部
と
し
て
利
便

性
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。
圏
央
道
は
、
東
京
近
辺

の
交
通
の
円
滑
化
の
た
め
に
開
発

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
千
葉
県

内
の
未
開
通
区
間
で
あ
る
横
芝
大

栄
間
の
二
〇
二
四
年
度
開
通
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
古
く
は
、
東
金

有
料
道
路
二
期
と
し
て
、
東
金
横

芝
間
が
一
九
九
八
年
に
開
通
し
て

以
来
、
二
〇
一
三
年
に
茂
原
市
内

区
間
を
含
む
、
東
金
木
更
津
間
が

開
通
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
二

〇
二
〇
年
に
、
茂
原
長
柄
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）が

追
加
で
開
設
さ
れ
、
東
京
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
そ
れ
を

体
感
さ
れ
た
方
が
多
い
と
存
じ
ま
す
。

　
高
速
道
路
の
開
発
事
業
に
は
、

道
路
用
地
の
確
保
に
続
い
て
大
規

模
土
木
工
事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

大
規
模
土
木
工
事
は
、
従
来
の
土

地
形
状
の
大
規
模
な
造
成
が
必
要

で
す
が
、
造
成
に
伴
っ
て
土
地
に

刻
ま
れ
た
歴
史
（
こ
こ
で
は
埋
蔵

文
化
財
と
し
て
の
遺
跡
を
想
定
し

て
い
ま
す
。）が
工
事
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
工
事
に
よ
っ
て
、

失
わ
れ
る
前
に
、
そ
の
土
地
を
発

掘
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去

の
人
々
が
刻
ん
で
き
た
痕
跡
（
遺

構
）・
使
用
さ
れ
埋
没
し
て
い
る
資

料
（
遺
物
）
を
掘
り
出
し
、
記
録

化
（
図
面
・
写
真
）・
回
収
等
に

よ
っ
て
、
過
去
の
人
々
の
生
活
を

復
元
す
る
た
め
の
資
料
を
抽
出
す

る
作
業
が
現
場
で
の
発
掘
作
業
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
室
内
作
業

で
出
土
記
録
類
の
整
理
・
図
化
、

出
土
遺
物
の
洗
浄
・
復
元
・
補
修

等
を
行
い
、
簡
潔
な
当
時
の
生
活

状
況
を
再
構
築
し
て
発
掘
調
査
報

告
書
と
し
て
刊
行
し
、
資
料
が
公

開
さ
れ
ま
す
。
資
料
は
後
世
の
調

査
・
研
究
・
見
学
・
活
用
等
に
備

え
て
保
管
・
管
理
さ
れ
ま
す
。
現

地
は
、
発
掘
調
査
終
了
後
に
、
道

路
工
事
が
着
工
さ
れ
、
調
査
さ
れ

た
部
分
の
遺
跡
は
ほ
ぼ
消
滅
し
ま
す
。

　
さ
て
、
発
掘
調
査
に
関
す
る
前

置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
圏

央
道
の
発
掘
調
査
で
、
茂
原
市
内

で
は
二
〇
〇
五
年
の
国
府
関
遺
跡

の
調
査
に
始
ま
り
、
茂
原
長
柄
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
設
の
た
め
に
国
府

関
遺
跡
を
二
〇
一
六
年
に
追
加
調

査
し
て
完
了
し
て
い
ま
す
。
発
掘

調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
北
側
か
ら
並

べ
る
と
小
高
前
遺
跡（
桂
）、
真
名

宿
谷
城
跡
・
宿
横
穴
群
・
真
名
城

跡（
真
名
）、久
下
横
穴
群
・
国
府

関
遺
跡
・
国
府
関
関
根
横
穴
群

（
国
府
関
）、
芦
網
横
穴
群
（
芦

網
）、
八
幡
下
塚
群
Ｂ
区
（
石

神
）
の
九
遺
跡
で
調
査
報
告
書
が

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
部
分
の
遺
跡
は
道
路
工
事

で
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
記
録
資
料
で
保
存
さ
れ
、
開

通
し
た
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活

の
利
便
性
・
質
の
向
上
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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　今
を
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
明
美

子
供
か
ら
大
人
ま
で

も
や
も
や
ド
ン
ヨ
リ
ス
ト
レ
ス
を

み
ん
な
が
抱
え
て
生
き
て
い
る

コ
ロ
ナ
時
代
三
年
目

あ
る
日
電
話
の
向
こ
う
か
ら

「
元
気
に
し
て
る
。変
わ
り
は
な
い 

│ 

」
と

い
つ
も
優
し
い
人
の
声

「
お
陰
様
で
元
気
よ
、大
丈
夫
。あ
な
た
は 

│ 

」

空
は
ス
ッ
キ
リ
ま
っ
青
で

一
欠
片
の
雲
も
な
く

太
陽
だ
け
が
眩
し
く
て

何
だ
か
と
て
も
悲
し
い
気
分

あ
る
日
私
は
電
話
を
か
け
た

「
お
変
わ
り
な
い
。仕
事
は
順
調
な
の 

│ 

」

頑
張
り
屋
の
そ
の
人
は

「
有
り
難
う
。大
丈
夫
元
気
よ
。あ
な
た
こ
そ 

│ 

」

乾
い
た
風
に
揺
す
ら
れ
て

裸
木
の
高
い
梢
か
ら

泣
き
声
み
た
い
な
音
が
し
て

何
だ
か
と
て
も
寂
し
く
な
っ
た

体
の
不
調
も
不
都
合
も

無
い
人
な
ん
て
居
無
い
筈

だ
か
ら
み
ん
な
痩
せ
我
慢
し
て

少
し
優
し
い
嘘
を
つ
く
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